













































 第 1 章「導入」では、近年のイントネーション研究について概観す
る。自律分節音韻論と韻律音韻論以降のイントネーション研究におい
て Goldsmith によって自律分節韻律理論（AM 理論）が提唱され、近
年のイントネーションの音韻論的研究においてはこれが標準的な理論
として扱われている。AM 理論ではイントネーション曲線を H（高）






語イントネーション研究の歴史を概観し、Sosa や Hualde や Beckman
らによる AM 理論に基づいた分析についても解説する。そして最後に、
本論文中で用いるいくつかの用語の定義も行う。  
 第 2 章「イントネーション表記法」では、AM 理論に基づいたイン
トネーション表記法として現在標準的だとされている ToBI（Tones 
and Break Indices）と、それをスペイン語に応用した Sp-ToBI および














ンを記述するために Gurlekian らが考案した ToBI-A を紹介し、ToBI




 第 3 章「Amper プロジェクト」では、現在 Universitat de Barcelona
を中心に進められている国際プロジェクト Atlas Multimedia de la 
















較している。コーパスは第 3 章で紹介した Amper プロジェクトの基準
に基づき作成されたもので、音節数とストレス音節の位置についてコ
ントロールされた NP + V + PP 構造の定型文を使用している。  
ブエノスアイレスのコーパスを分析した結果は次のようにまとめら
れる。  
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(autosegmental - metrical theory、AM 理論) は、1980 年代に Pierrehumbert 

























理論である。もともとは自律分節音韻論 (autosegmental phonology) という理
論と韻律音韻論 (metrical phonology) という理論が 1970 年代後半に提唱され
た。自律分節音韻論は、音調の超分節素的 (suprasegmental) 性質に着目し、
音節など他の分節のレベルから独立して自由に振舞うことができる自律分節素
としてのステータスを主張した Goldsmith (1976) の博士論文から始まった理
論である。この理論では、今まで 2 項対立であった素性を単項素性とし、H、L
という音調素性 (tone feature) を導入した。また、分節音のレベルと自律分節
素のレベルからなる複数の表示レベルを提案し、それらのレベルを関係付ける










ト (pitch accent, acento tonal) は高トーン (H (igh) ) と低トーン (L (ow) ) 




これがピッチ曲線である基本周波数 (以下、F0) 曲線の形を決定する。 








クセントと句アクセント (phrase accent) と境界トーン (boundary tone) に
よって記述される。ピッチアクセントは強勢のある音節に結び付けられ、境界
トーンはイントネーション句 (intonation phrase, IP) の境界と結び付けられ
る。ピッチアクセントは単一トーンのもの (monotonal) あるいは 2 トーンの
もの (bitonal) となるが、この際 2 つのレベル H と L はある特定の F0 数値と
結びつくわけではなく、音韻論的抽象物である。句アクセントと境界トーンは
どちらも韻律領域の端にくる端末トーンであり、句アクセントは句の終わりを、
境界トーンは IP の終わりを示す。中間句 (intermediate phrase, ip) を認める
分析では、句アクセントは ip の最後のピッチアクセントと次の ip の開始との




なくうまく挿入される休止がある所」として IP のみを設定した。Ladd (1986)
は休止によって区切られる「主要句 (major phrase) 」と内部の核で定義され
る「トーン群 (tone group) 」という階層的な２種類の単位を提案した。さら
に Beckman & Pierrehumbert (1986) は IP の下位に ip を設定し、IP はひと







によっても変わりうることが原因である。ただし Hayes (1989) は、この韻律
句が統語的句そのものであるという立場をとっている。 
 現在イントネーションの表記法として最も一般的に用いられている ToBI 
(Tone and Break Indices) (Beckman & Ayers 1997) と呼ばれる手法は、AM 理
論をもとに韻律特徴を記述する方法として提案され、さまざまな言語への応用
が研究されている。ToBI に関しては第 2 章で詳しく扱う。 
 
第３節 スペイン語のイントネーションに関する主な先行研究 















と Gili Gaya (19614) は「音グループ」(grupo fónico)、Bolinger (1961) や Sosa 









Gaya (19614) も、物理的強さ (intensidad)、イントネーション (entonación)、
テンポ (tempo) の突然の変化によって音グループが分けられることがあると
述べている。1 Sosa (1999) のメロディーグループは、必ずしもポーズによっ
て境界が示されるわけではないという点は一致しているが、その境界には「連





(1980) は「境界トーン (boundaty tone)」として提唱し、Quilis (1981) は「終
末連接 (juntura terminal)」という名で呼んだ。Fontanella (1966) はこの句
末あるいは文末におけるピッチ変化全体を「終末曲折 (inflexión terminal)」と
呼んだ。また Sosa (1999) は、メロディーグループの開始点にも連接トーンが
起こる場合があることを指摘している。 
 音グループ、メロディーグループなどの下位単位として、各研究者は「強さ
グループ」(grupo de intensidad, grupo intensivo)、「リズムグループ」(grupo 




主要アクセントの数だけ存在するということである。Gili Gaya (19614) の定義




                                                  
1 Gili Gaya (19614) : 56-57 
2 Gili Gaya (19614) : 101-104 
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Sosa (1999) はトーン素 (tonema) として「トーン (ピッチ) アクセント」









 Gili Gaya (19614) は、すべての統語要素が音グループを形成できると述べて






                                                  
3 Sosa (1999) : 33 
4 los tonemas (...) se componen en realidad de dos tipos de unidades discretas, un 
acento tonal, que son los tonos asociados con la última sílaba acentuada, y un 
tono de juntura. (ibid. : 47) 
5 ibid. : 48, 56-57 
6 Gili Gaya (19614) : 61 





 Gili Gaya (19614) は、語彙的アクセント、英語学でいうところのストレスを、










Tomás (1946) がグループ末の屈折に対して与えた 5 種類のトーン素12を、有意
義なものであるとして紹介している。 
 アルゼンチンのイントネーションを研究した Fontanella は、ブエノスアイレ






                                                  
8 ibid. : 68 
9 En la frase, la entonación expresa valores sintácticos y emotivos, y dentro de 
ellos ofrece modalidades propias de cada lengua o dialecto. (Gili Gaya 19614 : 55) 
10 ibid. : 166 
11 (...) las ondulaciones de voz se producen en esta parte del grupo fónico con 
pequeños intervalos. Este carácter se manifiesta sobre todo en la entonación 
castellana, y contrasta con la amplitud de las inflexiones italianas y portuguesas. 
(ibid. : 59) 
12 Cadencia(下降素）、Anticadencia(上昇素）、Semicadencia(半下降素）、
Semianticadencia(半上昇素）、Suspensión(平調素） 
13 Llamaremos macrosegmentos  a las porciones de habla limitadas por 




応して作用するイントネーションをイントネーション曲線  (curva 
entonacional) と呼んでいる。Fontanella (1966) は音声分析機器などを使わず
聴覚印象のみを基に分析を行った研究であるが、強さ、高さ、持続時間に注目













実現されるのだとしている。この現象には内部曲折 (inflexión interna) /+/ と









                                                  
14 glissando: Hemos optado por la palabra glissando, tomada de la terminología 
musical, como equivalente del inglés glide, es decir, para designar el paso de un 




















その後、Goldsmith (1976) や Pierrehumbert (1980) など 1900 年代後半に
英語の分野でイントネーションの研究が発達し、スペイン語のイントネーショ
ン研究にも AM 理論が取り入れられるようになった。 
Sosa (1999) はメロディーグループ、トーンアクセント、連接トーンなどを
分析に取り入れ、高いピッチ (tono alto) には H、低いピッチ (tono bajo) に
は L という 2 項対立の表示を対応させる体系的概念を採用した。ストレス音節
と結びついているものと句境界と結びついているものでは異なる特性を持ち、
前者はトーン (ピッチ) アクセント (acento tonal) と呼ばれるものになり、後
者は記号「%」を伴って連接  (境界 ) トーン  (tono de juntura, juntura 
terminal) と呼ばれるものになる。こうして、2 トーンアクセントに連接トー
ンも併用する複雑な表記がなされることになった。 
ただし Sosa (1999) は、Pierrehumbert (1980) など一部の研究が提案して
























下降アクセント：H*L%  L*L%  H+L*L%  L+H*L%  H+H*L% 
上昇アクセント：H*H%  L*H%  H+L*H%  L+H*H%  L*+HH% 
平板アクセント：H*+HL% 
 
このリストは、Beckman et al. (2002) によって以下の 5 種類のピッチアク
セントに限定され、Sosa (2003) ではそれにならっている。 
 
                                                  
15 Sosa (1999) : 94-96 
16 ibid. : 132 
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ピッチアクセント：L*+H  L+H*  H+L*  H*  * 
 
また Sosa (1999) はイスパノアメリカのいくつかの地域のイントネーション
についても分析しており、その中にはブエノスアイレスの音声分析も含まれる。 
平叙文の分析においては、ブエノスアイレスのインフォーマントの発話 Le 
dieron el número del vuelo に H*+L H* L*L%というアクセントを付与し、特
徴としてまずピッチの頂点がストレス音節の位置と一致しており、その後には
L トーンにつながる下降が続く点を挙げている。核となるトーンアクセントは、












持ち上げ、トーンアクセント H*+L が次の H*の前の下降を作り、そして文末
の vuelo という語における上昇に L+H* H%が当てられている。 
疑問詞疑問文については、全般的に平叙文と似た曲線を描くとしつついくつ
かの方言を分析しているが、ここにブエノスアイレス方言は見られない。 
 Sanz (2001) では、イントネーションに関するさまざまな先行研究が解説さ
れており、アルゼンチンのスペイン語のイントネーションに関する過去の研究
もいくつか紹介されている。前述の Fontanella (1966) については特に詳しく
扱っており、Vidal de Battini (1964) についても非常に詳しく紹介している。
                                                  




を紹介しており、Kvavik and Olsen (1974) が Alonso y Henríquez Ureña 
(1939) 18から以下の文を引用していることにも言及している。 
 
Recientemente, en Buenos Aires se ha desarrollado por influencia 
italiana una entonación un poco cantarina que mantiene con escaso 
descenso la última sílaba acentuada y que sostiene en el mismo tono la 
postacentuada, en vez de hacerla bajar más. Este final neoporteño en las 
frases enunciativas da un poco a su entonación el carácter de salmodia, y va 
abiertamente contra las tradiciones idiomáticas del país. 
(Alonso y Henríquez Ureña 1939 : 208)19 
 














                                                  
18 Alonso, A. y P. Henríquez Ureña (1938) Gramática castellana : segundo curso, 
Losada, Buenos Aires, 22ª ed., pp.206-212. 
19 Kvavik and Olsen (1974) : 72 から抜粋。 
20 アクセントにはピッチの高さではなくピッチの変化が重要であると指摘している








イン語では新情報が既知情報の後に置かれるため、 ¿Quién viene mañana? と
いう質問に対し Mañana viene María. と答えるのが一般的語順となるが、既
知情報である前半の Mañana viene の最後の音節でピッチは文中の最高点に
達し、そこから新情報である María の最初の音節で下降する。¿Cuándo viene 
María? に対する María viene mañana. でも同じく、既知情報である María 











降する曲折下降トーン (tonema circunflejo descendente) が用いられること
を指摘している。21 
 Hualde (2001) によれば、ストレスのある音節の重要な機能はイントネーシ
ョンメロディーの「固定点 (punto de anclaje) 」として働くことであり、そこ
を基準にして全体のメロディーが捉えられる。ストレス音節と句末の境界 (las 
sílabas acentuadas y el límite final de las frases) に注目し、トーンの固定点
におけるピッチの変化を捉えるべきであると述べられている。 
                                                  
21 この下降のために、プエルトリコの疑問文は他の方言話者から平叙文であると誤っ
て解釈されることもあるとも述べている(Hualde 2001 : 120）。 
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 Hualde (2005) では、AM 理論に基づいたピッチアクセント (pitch accent)
と境界トーン (boundary tone) という名称や、H*や L*といった表記を紹介
している。そして中間句 (intermediate phrase) の終わりでトーンターゲッ
トを示すのに H-, L-といった記号を使う (中間境界トーン intermediate 
boundary tones) としている。 
ここでも基本的で典型的なスペイン語のイントネーションを扱っているが、
F0 の曲線が分断されないため、そして分析の妨げとなる小さな要素 (マイクロ








Hualde は句内の最後のピッチアクセントを当該句の核アクセント (nuclear 










                                                  
22 Generally, the last pitch accent is perceived as having greater prominence than 
preceding accents, although, as in this example, it normally has a smaller rise in 
F0, given the overall declining pattern of neutral declarative sentences. We will 
say that it is the NUCLEAR ACCENT of the phrase, whereas other pitch accents 



















 Kaisse (2001) はアルゼンチンのイントネーションに特有のトーンとして長
下降 (long fall) を挙げている。アルゼンチン人はたいてい口を開いて数秒でア








                                                  
23 Kaisse (2001) : 147 
24 The pattern, which I dub the long fall, consists of a high tone on the most 
prominent syllable of a phrase and a fall to a low tone within that same syllable 
– in autosegmental terms, a H*+L pitch accent. (ibid. : 147) 












Dices que le pidieron el número del vuelo. に対する返答 No, que le dieron 

















                                                  
26 (...) specially highlighted piece of information or a narrowly focused addition to 
the conversation. (ibid. : 153) 
27 (…) some speakers use the long fall on positive evaluative adjectives. (ibid. : 154) 
17 
 
préstame という語の最後の音節 -me はストレス音節ではないにも関わらず
典型的 H*トーンが観察されることを指摘している。しかもこの語末の音節は、
ストレス音節と同じかそれ以上の持続時間をもって発音されるという。 








概念を「ストレス」と呼ぶ。英語では stress と呼ばれ、スペイン語では acento 












音声的に実現される。英語では accent、スペイン語では acento と呼ばれるも
のに相当する。日本語や英語では方言などの「なまり」を指して「アクセント」
という用語を使うことがあるが、本研究においてはその 2 つを区別する。 
 そして同じくストレスの上にかぶさるが主に句や文を単位としており、話者
                                                  
















た。Gili Gaya (19614) は具体的な発話をひとつ取り上げ、図 2 のように線分
の連なりで示して見せた。 
 
   




図 2：Gili Gaya (19614) より 
 
Fontanella (1966) は図 3 のように数字や記号や線を併用し、詳細を表記しよ
うと試みた。そして Pierrehumbert (1980) は高いトーンに H、低いトーンに
L を当て、ストレス音節と結びつくトーンに * をつけたり句アクセント 
(phrase accent) や境界トーン (boundary tone) を設定するなど、音声データ









図 4：Pierrehumbert (1980) より 
 
そして 1992 年に Silverman et al. (1992) が、自律分節韻律理論
(Autosegmental - Metrical theory、以下 AM 理論) を応用した標準的イント





 本章ではまず第 2 節で英語のイントネーションパターン記述を通してこの
ToBI の仕組みを概観し、第 3 節ではそれをスペイン語に応用した Sp-ToBI 
(Spanish-ToBI) を紹介する。さらに第 4 節では、アルゼンチンのスペイン語
イントネーションを記述するために Gurlekian et al. (2001a, 2004) が考案し






                                                  
1 http://www.ling.ohio-state.edu/~tobi/ (最終閲覧日 2012 年 11 月 13 日） 
2 Sosa (1999)、 Prieto (2003) など。 
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第2節 英語イントネーションを記述するための ToBI 
発話音声のイントネーション情報を記述する方法として現在もっともよく応
用されているのは、ToBI (Tones and Break Indices) という表記法である。







Pierrehumbert は AM 理論に基づいて英語の音韻論的枠組みを示した。本
節では、Silverman et al. (1992) と Beckman et al. (1997) および ToBI の公
式ホームページ3に基づきToBIの仕組みを概説しながらPierrehumbert (1980) 
と Beckman and Pierrehumbert (1986) が提案した英語イントネーションの
枠組みを概観し、AM 理論に基づく英語イントネーションパターンの表記法を
示す。 









                                                  
3 http://www.ling.ohio-state.edu/~tobi/ame_tobi/annotation_conventions.html (最














 ToBI で記述される項目は、正書法的 (単語) 表示 (orthographic tier)、トー
ン表示 (tone tier)、ブレイクインデックス表示 (break-index tier)、注釈表示 








1. 正書法的 (単語) 表示層 
 標準的なアルファベットを使用し、単語などの発話内容を正書法的に記述す
る。ラベラーはまず音声を単語ごとに分節し、各分節の右側境界の位置にこの






物理的な F0 の上昇や下降によって描かれる線であるが、AM 理論では、イン
トネーション曲線は発話の特定の場所に生じる2種類のトーンH (High、高) と









 単独トーン：H, L 
 複合トーン6：HL, LH 
 





phrase, ip) またはイントネーション句 (intonation phrase, IP) の境界であ
る。ストレス音節と結びついたピッチイベントを表すトーンは「ピッチアクセ
ント (pitch accent)」と呼ばれ、ip か IP の境界と結びついたトーンイベント
を表すトーンは「句トーン (phrasal tone)」と呼ばれる。句トーンにはさらに
「句アクセント (phrase accent)」、「境界トーン ( (final) boundary tone)」と
呼ばれる 2 種類の下位分類がある。 
 
2. 1. ピッチアクセント 
ピッチアクセントはストレス音節と結びついてその音節が実現されるピッチ
の高さを表す。逆に言えば、ピッチアクセントのついていない音節はストレス





                                                  





なるピッチアクセントには、2 つのトーンの間にプラス「 + 」がつけられるこ
とがある。 


















H*+H‾について Pierrehumbert (1980) は、H*と H‾の間で一度下がって再
上昇するのではなく高いピッチがそのまま保たれた状態を表すピッチアクセン
トであるとしている。9 これらのピッチアクセントの実現例が Pierrehumbert 
(1980) に掲載されているので、いくつか抜粋して例示とする。 
                                                  
7 Pierrehumbert (1980) は複合トーンからなるピッチアクセントにおいて、ストレス
音節と結びついていない方のトーンにオーバーバー “ ‾ ” (raised hyphen) をつけて
いる。 
8 by a given time interval 















図 8：p.257 の図 1.2B より H*+L‾の例 
 
 
図 9：p.268 の図 1.14 より L‾+H*の例 
 
 




図 11：p.266 の図 1.10 より H*+H‾の例 
 
 Beckman and Pierrehumbert (1986) ではここから H*+H‾が除外され、ピ










複合トーンのピッチアクセント：L+H*, L*+H, H+!H* 
 
 H*は「頂点アクセント (peak accent)」、L*は「低アクセント (low accent)」、
L+H*は「上昇頂点アクセント (rising peak accent)」、L*+H は「そり上がり
                                                  
10 本節 2.3.参照 
11 Beckman, Mary E. and Julia Hirschberg, “The ToBI annotation conventions” 


















新たに登場している H+!H*には名称の設定はないが、ここで「 ! 」はダウ
ンステップを示す記号である。これはストレス音節の前のストレスなし音節で
ピッチが明らかに高く、そこからストレス音節へ向けてはっきりと下降があり、
その最初の高いピッチが先行する句末の句トーン H やピッチアクセント H で
は説明され得ない場合のピッチアクセントであると説明されている。その条件
が満たされていない場合は、つまり先行する高ピッチからの下降が先行する句





ことを表す「 * 」など、いくつかの特殊記号も設定されている。 
 
2. 2. 句トーン 
句トーンは句アクセントと境界トーンをまとめた呼び方である。 
まず句アクセントとは、ip や IP の最後のピッチアクセントの直後に生じる
29 
 
もので、そこから当該 ip または IP の終端まで波及するトーンである。
Pierrehumbert (1980) では句の単位として IP しか認めていなかった12が、
Beckman and Pierrehumbert (1986) では句には ip と IP があるという見解に
なったため、句アクセントの定義にも違いが生じている。Silverman et al. 
(1992) も ip と IP の存在を認めている。 








「 - 」が書かれることもある。Pierrehumbert (1980) では複合トーンからな
るピッチアクセントの場合にストレス音節と結びついて * が付与されたトー
ンとつなげて書かれるもうひとつのトーンにつけていたのと同様、句アクセン
トにも ‾ をつけていたが、Beckman and Pierrehumbert (1986) ではつけな
くなっている。 
 
 句アクセント：H-( ‾ ), L-( ‾ ) 
 
句アクセント H- は ip または IP 内の最後のストレス音節の直後からその句
が終わる右端にかけてピッチが上昇することを表し、一方句アクセント L- は




トーンの後にパーセント「 % 」の記号をつけて表記される。 

















以上により、IP の終端には以下の 4 種類の句トーンパターンのいずれかが生
じる可能性がある。 
 
L- L%：最後のピッチアクセント後が句アクセント L- で終わって、境界トー
ン L%で話者の発話声域の中で低いピッチへ落ちていく IP 末の句トーン。ア
メリカ英語の標準的「平叙文」アクセント曲線。 
L- H%：最後のピッチアクセント後が句アクセント L- で終わり、境界トーン
H%が続く IP 末の句トーン。「継続の上昇 (continuation rise)」。 
H- H%：最後のピッチアクセント後が句アクセント H- で終わり、境界トーン
H%が続く IP 末の句トーン。典型的な (canonical) 全体疑問文に現れる。句
アクセント H- はそれに続く境界トーンにおいて upstep13を引き起こすため、
H-上昇の後の H%は非常に高い音にまで達する。 
H- L%：最後のピッチアクセント後の句アクセント H- が L%を話者の声域の
中間くらいにまで引き上げる  (upstep) IP の句トーン。発話末は平板 
(plateau) になる。 
これらの句トーンの実現例を Pierrehumbert (1980) から抜粋して以下に例
                                                  





   
図 12：p.255 の図 1.1A より      図 13：p.255 の図 1.1B より 
L- L%の例                      L- H%の例 
 
   
図 14：p.255 の図 1.1E より         図 15：p.255 の図 1.1C より 




2. 3. ダウンステップ 
 ダウンステップ (downstep) は、その現象が起こるピッチアクセントや句ア
クセントの直前に記号「 ! 」を入れることによって示される。Pierrehumbert 
(1980) において H*+L とされていたピッチアクセントは、H*からのダウンス
テップと解釈され、Silverman et al. (1992) や ToBI のホームページでは!H*
と表記されるようになった。 
 ダウンステップの影響を受けるトーンは常に H であるため、「 ! 」が挿入さ
れるのはピッチアクセントでも句アクセントでも必ず H の直前であり、また文




スとして 0～4 まで 5 段階の数字で表示する。0, 1, 2 は ip 内における語どうし
の結びつきを、3 は ip の境界を、4 は IP の境界を示す。0~6 の 7 段階で示し
ていた研究もあったが、ToBI では上位 3 レベルがひとつにまとめられた。数
字の評価基準は以下の通りである。 
 











                                                  




3： ip の境界。当該 ip において最後のピッチアクセントから境界までの
範囲に影響を与える句アクセントによって表される。つまり ip の中
の最後のピッチアクセントからその句の終わりにかけて句アクセン




例：Did   you   want   an   example? 
        0      1       0    1         4 
       ↑/d j/の硬口蓋化 ↑/t/の消失とそれによる/n/の弾き音化 













のイントネーションを記述するためのものは Sp-ToBI (Spanish Tones and 
Break Indices) と呼ばれている。本節では主に、AM 理論を適用したスペイン
語のイントネーションパターン記述を初めて提案した Beckman et al. (2002) 
と、それに改定を加えた EstebasVilaplana y Prieto (2008)、そして Sp-ToBI
                                                  





組みを Sp-ToBI と合わせて概観する。 
 Sp-ToBI は、世界各地で話されている様々なスペイン語のイントネーション
がすべて記述可能になることを目指して開発されている記述法である。1999
年 10 月にオハイオ州立大学において第 1 回 Sp-ToBI ワークショップが開催さ
れ、その場での合意に基づいて書かれたのが Beckman et al. (2002) である。





















                                                  
16 http://www.ling.ohio-state.edu/~tobi/sp-tobi/spanish.html (最終閲覧日：2012 年 3
月 4 日） 














例)hubo と hablado が隣接する場合に起こる、hubo の語末の[βo]




 使用されている数は最小が 0、最大が 4 と ToBI と同じであるが、2 と 3 の数
字は予備的マーカーとして現在のところ使用しないことにしてある。4 と 1 の
中間的な分離を表したり、ip、トーングループ、接語グループなどを示すマー








                                                  
18 ASCII(American Standard Code for Information Interchange）コードとは、英数
字の最も標準的な文字コード体系。 (日経パソコン用語事典 2009 年版：42） 
19 Gurlekian et al. (2001b) 
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Beckman et al. (2002) では次の 5 種類のピッチアクセントが提案された。 
 
ピッチアクセント(pitch accents)：L*+H, L+H*, H+L*, H*, * 
 
L*+H は 2 つある上昇ピッチアクセントのうちのひとつで、ストレス音節後
に F0 の頂点がくるもの (late rising accent) である。基本的には英語のときと
同じで、中立の発話に頻出する。 
L+H*はもうひとつの上昇ピッチアクセントで、ストレス音節内に F0 の頂点











は H*が付与される。ストレス音節内で小さいが明らかな F0 頂点を持ち L*+H
と同じくらいのレベルにはなるが、はじめの上昇が見られない。最低値も見ら







                                                  





圧縮を示し、ストレス音節に F0 の上昇も下降もない。 
しかし Face & Prieto (2007) では、それまで 2 タイプとされていた上昇ピッ
チアクセントにもう 1 つ種類を設定し 3 種類を区別すべきであるという提案が
された。上昇ピッチアクセントには、(1) ストレス音節の始めから上昇を開始
して頂点がストレス音節より後の音節にあるタイプのもの  (Early-rising 
accent with delayed peak) と、(2) 同じくストレス音節の始めから上昇を開始
してストレス音節内かその直後に頂点がくるタイプのもの  (Early-rising 
accent with non-delayed peak) と、(3) ストレス音節内で上昇を開始してその
後の音節でも上昇していくタイプのもの (Late-rising accent) の 3 種類がある。
オリジナルの Sp-ToBI では(1)と(3)が L*+H というひとつの表記で済まされて
いたが、Face & Prieto (2007) は表記方法をひとつ増やすべきであると主張し
た。そして EstebasVilaplana y Prieto (2008) が上昇ピッチアクセントのひと
つに L+>H*を提案し、全部で 3 種類とした。“ > ” はピッチの頂点が時間的に
後ろへずれていることを表している。図 16 は EstebasVilaplana y Prieto 
(2008) で示されたもので、上段がオリジナルの ToBI で提案されたピッチアク








つまり Face & Prieto (2007) による上昇ピッチアクセントは次のように説明
される。 
 
L*+H は 3 つある上昇ピッチアクセントのうちのひとつで、ストレス音節後の
音節で F0 の上昇が始まるものである。F0 の頂点は必然的にストレス音節後と
なる。 
L+H*も 3 つある上昇ピッチアクセントのうちのひとつで、ストレス音節内に
F0 の頂点がくるものである。( Beckman et al. (2002) での定義と同じ) 
L+>H*も 3 つある上昇ピッチアクセントのうちのひとつで、ストレス音節内で
F0 の上昇が始まるものである。F0 の頂点は L*+H と同様ストレス音節後とな
る。 
 
 EstebasVilaplana y Prieto (2008) では Face & Prieto (2007) の L+>H*を
踏襲した上で、さらに L*が追加された結果、次の 6 種類が提案されている。 
 




 前節 2.3.でも触れたが、ダウンステップとは「 ! 」で表され、ピッチの領域
が音韻的に圧縮される現象を指す。これによりダウンステップの後にあるどん
な H トーンも F0 が低められ、ピッチ幅が漸次的に圧縮される。つまり同じ H
トーンでもダウンステップ以降のピッチアクセントの頂点はそれまでのピッチ
アクセントの頂点よりも低められたピッチ領域で発せられることを表す。
L*+!H は L*+H と同じように上昇するピッチアクセントであるが、前者の頂点
はダウンステップのために後者の頂点より低められている。 
逆にアップステップとは「 ¡ 」で表され、後に続く L と H のピッチアクセ
ントのF0がそれより前のピッチアクセントのF0よりも高められる現象を指す。 
ダウンステップとアップステップはアクセントに直接マークされる。ダウン




L+!H*となる。アップステップは当該 L トーンの直前に「 ¡ 」記号をつけるこ
とで表示し、L+H*のアップステップバージョンは¡L+H*となる。¡L+H*は
L+H*と同じように上昇するピッチアクセントであるが、前者の F0 の低い部分
は全体的に後者の F0 の低い部分より高いことを表している。21 
これらの提案は、Sosa (1999) や Face (2001) や Hualde (2003) で研究され
てきていた acentos tonales no finales (o prenucleares), con pico desplazado, 




境界トーンとしては、Beckman et al. (2002) により次の 3 種類が提案され
ている。 
 
  境界トーン (Boundary Tones)：H%, L%, M% 
 
H%は IP 末の高い境界トーンを表す。直前のピッチアクセントを問わず、全
体疑問文の文末や IP 同士の間で起こる。IP 間で起こる場合、聞き手は最初の
IP の終了後にも情報が続くことを期待する。 
L%は L+H*などの後で F0 が下降するか H+L*の後で F0 が低いレベルを維
持していることを表す。 





EstebasVilaplana y Prieto (2008)はこの 3 種類に加え、以下のような複合ト
ーンからなる境界トーンも提案した。 
 
                                                  
21 Beckman et al. (2002) 
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Sp-ToBI では、本章第 2 節で述べたようにアクセントの種類が理論に基づいて





























 ブレイクインデックスは、他の ToBI と同様に語や句どうしの分離のレベル
を数字で示すものである。Sp-ToBI では主に 0, 1, 4 の 3 つのレベルが設定され
ていたが、ToBI-A はオリジナルの ToBI と同様に 0～4 の 5 つのレベルを区別
する。22 0～2 は単語同士がつながって音節が融合している箇所、3～4 は当該
分節地点でポーズやトーン変化が知覚され ip か IP の境界があると判断される
箇所に対応する。つまり、ひとつの ip か IP の両端には 3 か 4 が付与され、ip
か IP 内の単語間の位置には 0 か 1 か 2 が付与される。 
 
3. トーン層 
 Sp-ToBI と同様に、ピッチアクセントと境界トーンが記入される。 
 前述の通り、Gurlekian et al. (2004) ではアクセントパターンの種類に制限
を設けず、初期モデルにおいては論理的に可能なすべての組み合わせを許容し
ている。高ピッチを表す H と低ピッチを表す L を 1 つから 3 つまで同時に使
                                                  
22 ただし Gurlekian et al. (2004) には、0, 1, 2 は音節の融合の度合いを示し 3, 4 はポ
ーズやトーン変化によりイントネーショングループが分離されている境界に表示され
ると言及してあるのみで、改めて具体的な定義が述べられているわけではない。 




じる）。4：ポーズで区切れているのでわかる境界 (IP に通じる）。」 
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うことで、以下の 18 パターンが想定されている。23 
 
 ・1 トーンピッチアクセント (unitonales)：H*、L*24 
 ・2 トーンピッチアクセント (bitonales)： 
H*+H、 H*+L、 L*+H、 L*+L、 H+H*、 L+H*、 H+L*、 L+L* 




 前述の通り、ToBI-A ではすべてのアクセントに ERB 値が併記される。ERB
値とは周波数値を聞こえの感覚に合わせた指数に換算した数値のことであり、
ToBI-A では小数点以下を四捨五入し、自然数 1～12 で表記する。 





nH*+nLm ／ nHm+nL* 
 
 n には ERB 値が、m には音節数が代入される。前者の場合、ストレス音節
には H トーンが付与されているが、そこから右へ何音節行ったところでその右
の L トーンが実現されているかを m が表わしている。後者の場合は、ストレ
ス音節には L トーンが付与されており、そこから左へ何音節戻ったところで左
の H トーンが実現されていたかを m が表わしているということである。さら
に ERB 値も併記されることで、そのトーンがどの高さで実現されたかも知る
ことができるので、ラベルからイントネーション曲線をより忠実に再現できる。 





24 “ * ” はそこが語彙的アクセント位置であることを表す。 
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 Sp-ToBI では他の 3 つのピッチアクセントで表せないパターンの際に H*や 











 ToBI-A においては、ピッチアクセントと同様に境界トーンにも ERB 値を併
記することで具体的な高さを示すことが可能なため、H%と L%の中間レベルと
して Sp-ToBI で提案されていた M%は採用していない。ERB 値を伴った境界
トーンは次のように表記される。 
 
nH% ／ nL% 
 
 ピッチアクセントは、ストレス (acentos léxicos) を持つ音節のうち、特にア
クセントの卓立 (prominencia acentual)26 がある音節に置かれるものである。
各イントネーショングループに必ずひとつ以上含まれるが、各単語に必ず含ま
れるものではない。 
Gurlekian et al. (2004) はイントネーショングループ (grupo entonativo) 
を次のように定義している。イントネーショングループは、ひとつ以上の音節
のまとまりであり、基本的にポーズによって区切られる。ポーズのない位置で
                                                  
25 En el SP-ToBI estos acentos se utilizan cuando no pueden aplicarse algunos de 
los tres tipos de acentos tonales definidos. En el ToBI Ampliado, H* y L* se 
emplean en los casos en que los tonos adyacentes ya están definidos por otro acento 
























































で行われるようになっている。Universitat de Barcelona が中心となってロマ
ンス諸語使用地域のさまざまな研究機関が参加し、進められている国際プロジ
ェクト Atlas Multimedia de la Prosodia del Espacio Románico (以下、Amper) 
もそのひとつである。 
 本章ではまず第 2 節で、主に Fernández Planas (2005) と Universitat de 
Barcelona の Laboratori de Fonètica1 が提供している Amper のホームペー
ジに基づき、Amper プロジェクトについて紹介する。第 3 節では Amper プロ
ジェクトに関わる主な先行研究を概説し、第 4 節において現在までに筆者が発
表した Amper に関連する研究の内容を要約する。 
 
第2節 Amper プロジェクト 
 Amper は、すべてのロマンス諸語のさまざまな地理的韻律バリエーションを
時間長、音圧、イントネーションの側面から研究するプロジェクトであり2、








                                                  
1 http://stel.ub.edu/labfon/es/que-es-el-laboratorio-de-fonetica (最終閲覧日：2012 年
11 月 20 日) 
2 (...) estudiar los aspectos temporales, de intensidad y entonativos de las distintas 
variedades geoprosódicas de frases enunciativas e interrogativas de todas las 






ロジェクト、Amper en España e Iberoamérica について紹介する。 
 
1. Amper en España e Iberoamérica の目的 
Amper en España e Iberoamérica3 では、現在スペインおよび中南米の各地
に 20 の研究グループ (そのうちスペイン国内に設けられているのは、カタルー



















                                                  
3 http://stel.ub.edu/labfon/amper/cast/index.html (最終閲覧日：2012 年 11 月 20 日) 




















a)  NP1 + V + NP2 (o PP) 
b)  NP1expandida + V + NP2 
c)  NP1 + V + NP2expandida 
このとき、NP6および PP7には aguda, llana, esdrújula8の 3 タイプの単語を、
V9には llana の単語をひとつ用意する。それらは 2 種類のモダリティ (平叙、




                                                  
5 corpus fijo (Fernández Planas 2005), experimental fijo (http://www.ub.edu/labfon/ 
amper/cast/amperespana_metodologia.html) 
6 Noun phrase (名詞句) 
7 Prepositional phrase (前置詞句) 
8 それぞれ最終音節から 1 音節目、2 音節目、3 音節目にストレスがあることを表す。 






する 10 文を作成しインフォーマントに発音させる。 
 








協力を要請するインフォーマントの条件については、Amper en España の 2
度目の会議11で次のように定めて各地で実験を開始することが決められた。 
最初の録音実験では、①25～45 歳、②高等教育なし12、という条件を満たす










                                                  
10 corpus habitual (Fernández Planas 2005), inducido (http://www.ub.edu/labfon/ 
amper/cast/amperespana_metodologia.html) 
11 2003 年 3 月 14 日、Laboratori de Fonètica de la Universitat de Barcelona にて開
催。 









      ↓    ↓モダリティ 
ファイル名：N N  N  LLL  L  N . 拡張子13 
     ↑録音場所 ↑   ↑繰り返しの回数 
       文型など 
 
2.4. 分析 
















                                                  
13 4 種類の拡張子 wav, dfo, txt, ton のいずれかが使用される。 









第3節 Amper 先行研究 









 前述の通り、Amper en España はスペイン国内で 11 のグループに分かれ、
それぞれが担当する地域の方言のコーパスを作成し、分析を進めている。




  Amper-CAT：Cataluña から Murcia、Baleares にかけて 
   Amper-ARAG：Aragón 
   Amper-MAD：Madrid から Castilla - La Mancha にかけて 
   Amper-AND-OR：Andalucía 東部 
   Amper-AND-OC：Andalucía 西部から Extremadura にかけて 
   Amper-CyL：Castilla y León 
   Amper-GAL：Galicia 
   Amper-ASTUR：Asturias 
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   Amper-EUSK：País Vasco 
   Amper-CAN：Islas Canarias 
 
1.1. Amper-CAT 
 Amper en España の中でも最初に研究が始まった地域であり、カタルーニ




注目し、2 言語間の干渉について調査することも目的の 1 つになっている。 




図 1：Amper-CAT のウェブサイト画面。地図にはカタルーニャ地方、 
バレンシア地方、およびバレアレス諸島が含まれている。 
                                                  
15 http://stel.ub.edu/labfon/amper/cast/ampercat_resultados.html (最終閲覧日：










の種類は定型文のうち平叙文で 3 種類、全体疑問文で 3 種類、そして語順を入
れ替えて前に接続詞 “que” をつけた疑問文 3 種類が選択できる。 
 Amper-CAT に関連する近年の研究としては、Van Oosterzee et al. (2007) が
ある。カタルーニャ地方の Tortosa と Lleida のカタルーニャ語における疑問文
の韻律を対照した論文で、SVO 構造と VOS 構造の全体疑問文のコーパスを作
成して分析している。具体的な文例が論文中に紹介されていないのが問題では
あるが、SVO 構造の疑問文とは例えば El copista no porta la caputxa?、VOS
構造の疑問文とは例えば Que no porta la caputxa, el copista? のようなもの






その結果によると、Lleida 方言では que を伴う疑問文で必ず最後のストレス
音節以降が上昇し、特に最後の単語が esdrújula のとき高いピッチまで上がる。
この文全体のメロディーは、話者の声域内の比較的高いピッチから始まって、
2 番目のピッチアクセントのストレス音節、つまり O のストレス音節までその
                                                  
16 Perpinyà, Andorra la Vella, Girona, Barcelona, Lleida, Tarragona, Tortosa, 
Castelló de la Plana, València, Maó, Palma, St. Antoni de Portmany, Novelda, 
L’Alguer (Sardenya) 
17 Barcelona, Lleida, Tortosa, València, Palma, Novelda, Bullas, Caravaca de la 
Cruz 




るという曲線を描く。que を伴わない疑問文のメロディーは、最初の S のスト
レス音節に非常にはっきりしたピッチの頂点があり、次の頂点は 2 番目のスト




図 2：Van Oosterzee et al. (2007)より 
Lleida（左）と Tortosa（右）の que のない全体疑問文のピッチ曲線 
 




























1.4. Amper-Andalucía y Extremadura 
 さらに下位分類として Amper-Andalucía Occidental y Extremadura と
Amper-Andalucía Oriental に分かれており、前者は Yolanda Congosto が、






 次に、アメリカ大陸におけるいくつかの Amper プロジェクトについて紹介
する。アメリカ大陸では、Argentina, Bolivia, Chile, Colombia, Costa Rica, 
                                                  
19 La Palma, El Hierro, La Gomera, Tenerife, Gran Canaria, Fuerteventura, 
Lanzarote 
20 http://webpages.ull.es/users/labfon/proampercan/index.html (最終閲覧日：2012
年 11 月 21 日) 
21 http://www.ampercantabria.es/Inicio.html (最終閲覧日：2012 年 11 月 21 日) 
22 http://www.amprae.es/proyecto_amprae (最終閲覧日：2012 年 11 月 21 日) 
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地域のスペイン語の特徴と似ていると Toledo et al. (2009a) は述べている。 





 Congosto Martín (2009) では、ボリビアの中央から少し東にあるサンタクル
ス州の Montero のスペイン語を観察し、Extremadura および Sevilla のスペ
イン語と比較している。 










た。Extremadura では疑問文でも平叙文でも文末が下降していたと Congosto 
Martín (2009) は報告している。 
 







が、今回紹介した研究論文のうち、具体的な F0 や時間長からさらに ToBI など








第 4 節 Amper に関連した拙稿 
 本節では、現在までに筆者が発表した Amper に関連した研究の内容を紹介
する。いずれも 2008 年 10 月から 2009 年 8 月にかけてアルゼンチンの
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Laboratorio de Investigaciones Sensoriales23 (CONICET, Consejo Nacional 
de Investigaciones Científicas y Técnicas) の研究員である Jorge Gurlekian
氏の指導を受けながら、ブエノスアイレス大学の Mónica Trípodi 氏と、同じく
CONICETの研究員でありカナダのラバル大学にも所属するGuillermo Toledo
氏と共同研究・発表したものである。Jorge Gurlekian 氏と Guillermo Toledo
氏は、前述の通り Amper-Argentina に登録されている研究者でもある。 
 
1. “Análisis comparativo de la entonación en oraciones declarativas sin 
expansión.”24 
この研究は IV Coloquio Argentino de la International Association for 
Dialogue Analysis25 (IADA、2009 年 7 月 1 日～3 日、La Plata) にて発表し
た。 
本章第 2 節 2.2.で述べたように、Amper はインフォーマントの選定に高等教
育の有無を考慮している。そこで、高等教育の有無によって韻律に違いがある
かどうかを確認するため、ブエノスアイレスのスペイン語を対象に検証した。










 高等教育を受けたことのないグループ (以降、G1) と高等教育を受けた経験
のあるグループ (以降、G2) 各 4 人で計 8 人のインフォーマントの協力を得た。
                                                  
23 http://www.lis.secyt.gov.ar/index.php?l=es (最終閲覧日：2012 年 11 月 22 日) 
24 Yanagida et al. (2009a) 
25 http://www.iada-web.org/category/online-publications/ (最終閲覧日：2012 年 11
月 22 日) 
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Amper プロジェクトの基準に基づいた短い定型の平叙文 (NP+V+PP 構造) を
発話させてコーパスを作成し、それを分析した。 
コーパス作成に用いた具体的な単語はそれぞれ、NP は el triángulo、la 
guitarra、el saxofón の 3 種類、 V は常に se toca、そして PP は con pánico、













ントが上記要領で 9 種類の定型文を 3 回ずつ発話した。 
 こうして作成されたコーパスに、ラベリングを施していく。今回は、子音と
母音を分けて F0 の平均値を出すためには Matlab を、それ以外のデータを入
力するためには Anagraf を使用した。 
















図 3：Matlab の画面 
 
 
























全発話 36 文中の 35 文 (97%) において、NP と V の間に ip の境界が知覚さ
れた。27 そのうち物理的休止 (ポーズ) による境界があったのは 1 件のみで、
それ以外はポーズ以外の何らかの要素の作用により ip 境界が暗示されたこと
になる。 
境界がどこにも知覚されなかったのは 1 件 (3%) のみである。この場合、発
話全体が 1 つの IP とみなされたことになる。 
 
1.2.2. 副次核アクセント (acento prenuclear28) について 
saxofón はすべて L+H*、guitarra と triángulo はほとんど L*+H であった。
ピッチは本来ストレスがあるはずの音節でピークに達さず、句末にかけて上昇
                                                  
26 SAMPA を使用。 
27 Jorge Gurlekian 氏と相談しながら判断した。 
28 ip の核となるアクセント 
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を続けている。これは ip 境界で句アクセント H-が機能している典型的なピッ
チパターンで、G1 にも G2 にも共通して見られる点であった。 
句アクセントはほとんど H-と判断される。saxofón でもっとも H-が多く、
guitarra、triángulo の順で H-は減り、L-が見られる。 
 
1.2.3. 核アクセント (acento nuclear29) について 
ピッチアクセントも G1 および G2 において分布が非常に似ていた。PP が
pánico のものは H+L*が 90%以上を占め、mesura では L+H*が約 20%現れ、
obsesión では L+H*、H+L*、L*+H、H*+L が比較的均等に分布して現れたが、
いずれにも L+H*が最も多く見られた。句アクセントも境界トーンも、ほとん
どの場合で L-あるいは L%であった。 
表 1 に、両グループに共通して優勢であったパターンを示す。 
 
表 1：副次核アクセントおよび核アクセントにおいて優勢であったパターン 











Palabras esdrújulas  L*+H H- H+L* L- L% 
Palabras llanas L*+H H- L+H* L- L% 






1.2.4. F0 について 
各音節の母音における始点・中間点・終点の 3 点の F0 を測定し、以下の計
算式を用いて句ごとに各発話の F0 を Z 得点30に換算して比較した。 
                                                  









deg=desviación estándar geométrica(標準偏差) 
 
 
得られた Z 得点を句ごとにグラフで比較して以下に示す。 
 
 
図 5：triángulo (NP) の Z 得点 
 
 
図 6：guitarra (NP) の Z 得点 




図 7：saxofón (NP) の Z 得点 
 
図 8：pánico (PP) の Z 得点 
 























ip または IP に含まれる単語のストレス位置によってピッチアクセントの分







関係を、副次的音韻結合 (asociación fonológica secundaria) といい、アクセ
ントよりひとつ上の階層で起こる現象である。 
 今回分析したデータにおいては、NP を中心とする ip が句アクセント H-に、
PP を中心とする IP が句アクセント L-に影響を受けていることが確認できる。
終わりから 2 番目にストレスのある単語と終わりから 3 番目にストレスのある
単語からなる ip のピッチアクセントと句アクセントは L*+H H-、最終音節に
ストレスのある単語からなる ip のピッチアクセントと句アクセントは L+H* 
H-である。 










終わりから 2 音節目にストレスのある単語と終わりから 3 音節目にストレス
のある単語からなる ip のピッチアクセントと句アクセントは L*+H H-、最終
音節にストレスのある単語からなる ip のピッチアクセントと句アクセントは
L+H* H-である。また句末においては、最終音節にストレスのある単語からな







2. “Amper-Argentina: Métricas rítmicas en dos corpus con diferencias 
socioeducativas.”31 
 この研究は V Jornadas Internacionales de Educación Lingüística32 (以降、
V.J.I.E.L.、2009 年 8 月 6 日～8 日、Entre Ríos) にて発表した。 
Amper プロジェクトに基づき、ブエノスアイレスのスペイン語がストレスリ
ズム言語か音節リズム言語かを、母音と子音の継続時間やその標準偏差などを
計算することで検証した。またそれらの結果を、White & Mattys (2007) や











等教育を受けたことのあるグループ(以降、G2) 各 2 人で合計 4 人である。






                                                  
31 Toledo et al. (2009b) 
32 http://cursos-para-docentes.blogspot.jp/2009/07/v-jornadas-internacionales-de- 
educacion.html 
33 Frota & Vigário (2001), Ramus et al. (1999) など 










図 11：各言語の%V およびΔC (Ramus et al. 1999) 
 










示していることがわかる。一方ΔC は左から 3 言語が高い値をとっており、中
央の 4 言語は中間、右端の日本語は極端に低い値をとっている。ここに示され








高等教育の有無 ΔV (ms) ΔC (ms) %V 
あり 24.02 42.94 46.03 
なし 24.57 42.48 47.00 
 
%V に関しては、2 つのグループ間で有意差はない。また、先行研究 (White 











図 13 は White & Mattys (2007)、O’Rourke (2008b)で示されたΔC のデー
タと、今回のブエノスアイレスのスペイン語コーパスにおけるΔC のデータを




























英語とは異なり、スペイン語では CV 構造の音節が 51.35％と優勢である。 
 ヨーロッパとブラジルのポルトガル語を比較したFrota & Vigário (2001) の
データと比較すると、今回のブエノスアイレスのスペイン語発話は、%V に関
してはヨーロッパのポルトガル語 (PE) の値に、ΔC に関してはブラジルのポ





 %V Δ%C Δ%V ΔC ΔV 
PE 48.00 2.4 1.8 54.6 40.2 





























が 40ms でブエノスアイレスが 42.71ms であった。 













3. “Amper-Argentina: Variabilidad rítmica en dos corpus.”36 
 この研究も前項同様、2009 年 8 月 6 日～8 日に行われた V.J.I.E.L.にて発表
した。Amper プロジェクトに基づいて作成したコーパスデータから、ブエノス
アイレスのスペイン語のリズムを、Pairwise Variability Indices (PVI) と
Variation Coefficient を計算することで検証した。PVI とは、Grabe et al. 
(1999) らによって提唱されたリズムの指標であり、母音の弱化が起きている発
話において、当該言語の発話リズムがストレスリズム (stress-timed rhythm) 
とモーラリズム (mora-timed rhythm) のどちらに近いかを相対的に判断する
                                                  





ない場合で違いが見られるかどうか検証し、さらにそれらの結果を White & 















縮される。音節リズム言語とストレスリズム言語を比較した White & Mattys 
(2007) や O’Rourke (2008a) では、以下のパラメーターを用いた。 
 
¾ Pairwise Variability Indices 
‘índices de variabilidad de pares sintagmáticos’ 
¾ PVI-V (pares vocálicos)：文中の母音のひとつひとつの長さを、
その隣り合う母音との平均で割り、その値をすべて足していく。
さらにそれを、母音の数より 1 少ない数で割り、百分率にするた
めに 100 をかける。正規化されている。 
¾ PVI-C (pares consonánticos)：文中の子音の長さを合計し、子音







低い値をとるとされている (White & Mattys (2007) ではスペイン語の PVI-V
は 36、PVI-C は 43、英語の PVI-V は 73、PVI-C は 70)。 
 
¾ Variation Coefficient  






Varco-V と Varco-C でも同じことが確認できる。スペイン語は 41 と 46、英
語は 64 と 47 という値であったとされる。Varco-C には、Varco-V に見られる
ほどのはっきりとした差はない。O’Rourke (2008b) でも、ペルーのリマとク
スコのスペイン語で似た値が算出されている (Varco-V が 39、Varco-C が 37)。 
インフォーマントは、高等教育を受けたことのないグループ (以降、G1) と
高等教育を受けた経験のあるグループ (以降、G2) 各 2 人、計 4 人。Amper




高等教育の有無別 PVI-V、PVI-C、Varco-V、Varco-C の値 
 PVI-V PVI-C Varco-V Varco-C
G1 30.80 45.21 36.14 38.32 
G2 33.63 49.34 36.63 39.07 
 
 
表 5：White & Mattys (2007) におけるスペイン語、フランス語、英語、 
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ドイツ語それぞれの PVI-V、PVI-C、Varco-V、Varco-C の値 
 PVI-V PVI-C Varco-V Varco-C 
Español 36 43 41 46 
Francés 50 56 50 44 
Inglés 73 70 64 47 











ブエノスアイレスの G2 のスペイン語、G1 のスペイン語、 





図 15：図 14 と同様、各言語 (同順) の PVI-C 値 
 
 
図 16：図 14 と同様、各言語 (同順) の Varco-V 値 
 
 




White & Mattys (2007: 242) は、リズムタイプを区別させるものを PVI-V
と Varco-V としている。今回の分析によって、ブエノスアイレスのスペイン語
は音節リズムを有していると言えよう。一方、ブエノスアイレスのスペイン語
データ内で、PVI と Varco-V を見る限り、高等教育の有無による差異は見られ
なかった。Varco-C で最も大きな差が出ていたものは、ANOVA による有意差
検定で有意であると判定された (F = 7、442 p< 0.007)。具体的に発話を見てみ












4. “Amper-Argentina: Pistas prosódicas del fraseo fonológico.”37 








                                                  







 着目したのは以下の 3 点：(1)ポーズ、(2)ip を分かつ句アクセントの種類、(3)




 (1) ポーズに関して 
インフォーマント 4 人のうち 3 人は、発話全体の中でたった一度、物理的な
ポーズを作った。それらはすべて、NP とそれ以降を区切るものであった。そ
れ以外の発話にポーズはなかった。 
 (2) 句アクセントに関して 
NP の末尾では、すべてのインフォーマントのすべての発話において高い句
アクセント (H-) が確認できた。後半の PP 末では、すべての場合において低




表 6：V 末にポーズ様の句切れが知覚された割合(件数) 
高等教育 インフォーマント 知覚された割合(件数) 
G1 1 30% (8) 
2 37% (10) 
G2 3 89% (24) 
4 78% (21) 
 
 
                                                  
38持続時間と F0 の総合的な知覚による。 
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(3) 核前ストレスの最後の頂点とそれに続く IP の最初の谷との間の、ERB
数値の差に関して 
 
表 7：NP 核前ストレスの最後の頂点とそれに続く 
V の最初の谷との間の、ERB 数値の差 
ERB の差 0 1 2 合計件数 
G1 28% (15) 70% (38) 2% (1) 54 
G2 7% (4) 74% (40) 19% (10) 54 
全体 18% (19) 72% (78) 10% (11) 108 
 
表 8：V 核前ストレスの最後の頂点とそれに続く PP の 
最初の谷との間の、ERB 数値の差 
ERB の差 0 1 合計件数 
G1 44% (8) 56% (10) 18 
G2 33% (14) 67% (28) 42 
全体 37% (22) 63% (38) 60 
 
 
NP と V の間においても、V と PP の間においても、ERB の差は 1 であるこ
とが多かった。G1 は、ERB の差が 2 よりも 0 が多かったのに対し、G2 では、
ERB の差が 0 よりも 2 がやや多かった。 
一方で、表 8 から次のことが分かる。G1 は全体(54 件)の約 33%(18 件)で、
V と PP の間に ip の句切れが知覚されているのに対し、G2 は全体の約 78%(42
件)で、V と PP の間に ip の句切れが知覚されている。また、G1 では、ERB
における差が 0 である発話と 1 である発話の頻度の差があまりなかったのに対







たが、そこに潜む音声学的要素 (pistas fonéticas) に違いがあるように思われ
た。主に、句末におけるピッチの上下幅に関してである。 
一方、高等教育を受けていないインフォーマント (G2) の F0 は、高等教育




























(intensidad) や継続時間 (duración) やピッチのジャンプ (salto) など、より
多角的に観察することである。T- と T%をつけてそれを観察しただけでは足り






































 主部となる NP1と V2、そして副詞句である PP3から構成され、NP は 1 音節
                                            
1 Noun phrase (名詞句) 
2 Verb (動詞) 










語である定冠詞と 3 音節語である名詞が、PP には 1 音節語である前置詞と 3
音節語である名詞が使用されている。そして NP と PP の名詞はストレス音節
の位置が語末から 1 音節目、2 音節目、3 音節目の 3 種類となっている。これ
らを組み合わせてできる 9 種類の平叙文に加え、そのまま疑問符をつけること
で全体疑問文も作成し、全 18 種類の文型を得る。 








音声分析ソフト Anagraf にかけラベリングを施した画面。 
 
 ラベリングについては第 2 章第 4 節を参照されたいが、ここでは ERB の値
とピッチアクセントの表記について以下の配慮をしている。まず ERB は、





0.5 刻みで小数第一位までを表示することにした。つまり、もし実際の ERB の











エノスアイレスのイントネーションの特徴を 4 点挙げる。 
 
2.1. 平叙文における cítara のピッチ変動 
 主部である NP のうち語末から 3 音節目にストレスのある cítara のピッチ変
動に注目してみると、ブエノスアイレスの発話ではすべてストレス音節で低い
ピッチをとり、そこから語末へ向かって上昇していることが分かる。図 2 はブ
エノスアイレスのインフォーマントが発話した、主部が la cítara の文型 3 種の
ピッチ変動を ERB の平均値をもとにグラフにしたものである。PP の語別に示
したが、PP 内の名詞は文型によって異なるので X 軸上では■で示してある。
その後のストレス音節の位置に拘わらず、NP のストレス音節は NP 内で最低
ピッチをとっていることがわかる。ストレス音節から語末へ向けて上昇した4ピ
ッチは、V のはじめの語である se で再び下がり、その値は発話の冒頭よりさら
に低い。これは NP の終わりに句アクセント H- が存在し、それによって NP
の語末が引き上げられており、NP と V の間に ip 境界があることを示唆してい
                                            






















 全体疑問文における NP と V の間には、明らかな ip の境界がある。 
 図 3 はブエノスアイレスのインフォーマントが発話した ¿La cítara se toca 
con pánico? のピッチ曲線である。NP においてストレス音節でピッチを上げ、
その音節内ですぐにピッチを下降させ、発話冒頭より低いピッチで NP を終え
ている。次の V ではストレス音節でピッチ頂点を作っているが、その頂点のピ
ッチの値は NP における最高値より高い。つまり NP と V の間に明らかな ip
の境界があり、そしてそこにある句アクセントは L-と考えられる。 
 このようなピッチ変動がブエノスアイレスの全体疑問文には多く見られる。
一方でマドリードの発話では図 4 のように NP のストレス音節に合わせてピッ
チを上げてから文末に向かって漸次下降していき、文末で急上昇させるパター
ンが多く見られる。この場合、ip の境界はまったく感じられず、発話全体でひ










¿La cítara se toca con pánico? のピッチ曲線 
 
 
2.3. 全体疑問文の V 
 全体疑問文の V において、ブエノスアイレスの発話では必ずストレス音節で
のピッチ上昇が観察される。これは 2.2.の ip 境界とも関連するが、V の se toca






















¿La guitarra se toca con paciencia? のピッチ変動 
 
 
2.4. 全体疑問文の PP におけるピッチ変動 
 全体疑問文末の PP におけるピッチ変動の特徴として、ブエノスアイレスの




obsesión の場合のみ発話末が上昇したまま高いピッチで終了し、con pánico お




























































数、(3)音節の持続時間と大きく 3 つに分け、観察した結果を以下で述べる。 
 なお、音声データはブエノスアイレスのインフォーマント 4 人とマドリード
のインフォーマント 2 人の発話を録音したものを観察した。発話文はこれまで
にも使用してきたAmperプロジェクトの規定にのっとった短い定型文であり、
音節数とストレス音節の位置をコントロールした NP + V + PP からなってい
る （第 3 章第 4 節 1.1.および本章第 2 節 1.参照）。これら 9 種類の平叙文を 1
文ずつランダムにインフォーマントに提示し、できるだけ文字を読み上げるの
ではなく頭に入れてから自然な発話を心掛けてもらうよう指示をして発話させ












 まず主部の NP において、どのようなピッチアクセントが付与されているか
観察する。ブエノスアイレスのインフォーマント 4 人の全発話数は 108 発話。







図 7：L*+H0 の例 
 
 図 7 には el saxofón の部分のピッチ変動が青い曲線で示されている。ここで
ストレス音節 -fón- において、ピッチはその直前の値からやや下がったところ






 マドリードのインフォーマント 2 人の全発話数は 54 発話。そのうち H*が付
与されていたのは 21 例で、L*+H0 はなかった。 
 
表 1：ブエノスアイレスとマドリードのインフォーマントによる発話のうち、 
主部のピッチアクセントに H*あるいは L*+H0 が含まれていた例の数と 
その全体に占める割合(%) 
 Total H* L*+H0 / Total 
Bs. As. 108 51 6 52.8 
Madrid 54 21 0 38.9 
 
表 1 は、ブエノスアイレスとマドリードのインフォーマントによる全発話のう
ち、主部の NP のストレス音節に付与されているピッチアクセントに H*ある
いは L*+H0 が含まれていた事例の数と、全発話数に占めるその割合を表にし
たものである。マドリードでは 4 割に満たないが、ブエノスアイレスでは半数
以上で H*あるいは L*+H0 が見られた。 
 同様に、V のピッチアクセントを観察する（表 2 参照）。 
 
表 2：ブエノスアイレスとマドリードのインフォーマントによる発話のうち、 
V のピッチアクセントに H*あるいは L*+H0 が含まれていた例の数と 
その全体に占める割合(%) 
 Total H* L*+H0 / Total 
Bs. As. 108 25 0 23.1 
Madrid 54 12 0 22.2 
 
 ブエノスアイレスの全発話 108 発話のうち、V のストレス音節に付与されて
いるピッチアクセントに H*が含まれていたのは 25 例で、L*+H0 はなかった。
マドリードの全発話 54 発話のうち、H*が含まれていたのは 12 例。同じく
L*+H0 はなかった。V に関しては、H*あるいは L*+H0 が含まれていたのは両
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地域ともに全発話数のうち 4 分の 1 以下であった。 
 同様に PP のピッチアクセントを観察する（表 3 参照）。 
 ブエノスアイレスの全発話 108 発話のうち、PP のストレス音節に付与され
たピッチアクセントに H*が含まれていたのは 67 例、L*+H0 は 4 例であった。




PP のピッチアクセントに H*あるいは L*+H0 が含まれていた例の数と 
その全体に占める割合(%) 
 Total H* L*+H0 / Total 
Bs. As. 108 67 4 65.7 
Madrid 54 48 0 88.9 
 







 まず主部 NP では、ブエノスアイレスの全発話 108 発話のうちピッチの頂点
がストレス音節内にないものが 51 例。そのうちの 44 例がストレス音節の後の












 Total ／ ＼／ / Total 
Bs. As. 51 44 7 86.3 
Madrid 33 30 3 90.9 
 
どちらの地域においても、ストレス音節でピッチの頂点を作っていない場合は
約 9 割がストレス音節後にピッチ頂点を作っている。 
 V の場合、ブエノスアイレスではストレス音節にピッチ頂点がなかったのは
全部で 83 例。そのうちストレス音節後にピッチ頂点があるのは 19 例(表 5)。
ストレス音節前後にピッチ頂点があるのは 41 例。そしてストレス音節前の方
がピッチが高いのが 20 例。3 例は平板であった。マドリードではストレス音節
にピッチ頂点がなかったのが全部で 42 例あるうち、それぞれ 15 例、12 例、




 Total ／ ＼／ ＼ ― 
Bs. As. 83 19 41 20 3 










が 5 例、ストレス音節の前でピッチを作っていたのが 28 例、残りの 3 例は平
板であった(表 6)。マドリードではストレス音節にピッチの頂点がなかったのが
6 例。そのうち 5 例はストレス音節前にピッチが頂点を作っており、残りの 1
例はストレス音節後にピッチ頂点があった。どちらもストレス音節前にピッチ




 Total ／ ＼／ ＼ ― 
Bs. As. 36 0 5 28 3 








り、図 8 はその実例である。ブエノスアイレスのインフォーマントが La 
guitarra se toca con mesura. を発話した際のピッチ曲線が青い曲線で示され
ているが、文末に注目すると、PP の名詞 mesura のストレス音節 -su- でピ
ッチが最低値まで下がった後、文末の最終音節 -ra でやや上昇していることが
見て取れる。しかしこの場合において上昇幅は ERB の値で約 0.5 であり、そ
れほど大きなものではない。それと並行して赤い曲線は音圧、つまり声の大き
























っているものが約 8 割を占めていた。 
 つまり必ずしもブエノスアイレスの話者が全体的にストレス音節からピッチ
の頂点をずらすとは言えず、主部でストレス音節内にピッチ頂点を置くことが




















 まず各発話内でピッチが達している最高点と最低点を ERB 値で比較した。




 各発話の最高 ERB 値と最低 ERB 値の差を求め、その平均値を計算したとこ
ろ、ブエノスアイレスのインフォーマント 4 人の平均値は 1.81、マドリードの






 ブエノスアイレスのインフォーマント 2 人の平均値は 3.78 個、マドリードの









た曲線であるが、右図では NP の冒頭の定冠詞 el で低いピッチに下がった後、

























インフォーマント（右）による発話 “La guitarra” 
 
El saxofón という主部については図 11 に一例を示したがどちらの話者もほ
ぼ同じ曲線を描いていたため除外し、残りの 2 パターンの場合について数を調
べたところ、ブエノスアイレスのインフォーマント 2 人の発話の合計 36 発話
のうち 24 例が蛇行していたのに対し、マドリードのインフォーマント 2 人の























































① 平叙文では NP と V の間に ip 境界があり、NP の終わりに句アクセント 
H- が来ることが多い。 
② 全体疑問文の多くで、NP と V の間には ip 境界がある。 
③ 全体疑問文では必ず V のストレス音節でピッチが上昇する。頂点はスト
レス音節内であったりその後の音節であったりする。 
④ 全体疑問文の PP が con pánico か con paciencia の場合は文末が急下
















記法では Sp-ToBI でも ToBI-A でもピッチアクセントが付与されるのはストレ














今回のラベリングではこの El triángulo の部分に 5L1+5.5L*+6H1 とい
うピッチアクセントを書き入れた。このピッチアクセントから読み取れるピッ
チ曲線は、ストレス音節のひとつ前の音節でピッチは ERB 値 5 の高さで谷を
作り、そこからストレス音節内へ向けて一定の角度で上昇を始め ERB 値 5.5
まで昇り、次の音節で ERB 値 6 の高さで頂点を作るまでそのまま上昇し続け
る上昇調の曲線である。つまりこのピッチアクセントでは、ストレス音節内に
ある上昇角度の変化が記述できていない。 
では 5L1+5.5H*+6H1 ではどうか。ストレス音節のひとつ前の音節で ERB
値 5 の底点をとった後、そこからストレス音節で ERB5.5 に達するまで上昇し、
5.5 に達したところからさらに次の音節で ERB6 に達するまで上昇し続ける。
これなら上昇角度変化の意味を持たせることができそうだが、しかしよく見る





























































たイントネーション記述法が ToBI である。本研究では ToBI と、それをスペイ
ン語イントネーション記述に応用したSp-ToBIを先行研究と合わせて紹介した

















において、NP + VP + PP 構造の文では NP 末尾に句アクセント H-が認められ、
NP と VP の間に ip 境界が観察された。それから全体疑問文になると NP と VP
の間の ip 境界がかなり強調された形で実現されていたり、PP では上昇調と上
昇下降調が観察されたりした。 
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